
日雇い労働者のまち・大阪市西成区の釜ヶ崎に世界各国で活躍中のバグパイプ演奏者総勢80
名が集い、バグパイプ、ドラムによるパレードが行われました。（2008年10月12日）
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パレードはあいりん職安前を午前10時に出発、南海電車沿いに南下。両サイドは見物人や露
天商で埋まりました。うしろからは、大勢の日雇い労働者たちが一緒に行進。



萩之茶屋小学校運動場では、わかくさ保育園が運動会の最中。そこにパレードが加わりました。
子どもたちや保護者は驚き、賑やかなパイプの音に大喜び。



１時間足らずの釜ヶ崎パレード。三角公園で折り返し点、出発地点に戻ってきました。体力勝
負のバグパイプ演奏。ようやくゴールに到着して、すっかりお疲れでした。このパイプフェス
トは、2005年エディンバラ（スコットランド）、2006年上海（中国）、2007年ハリファックス
（カナダ）、そして2008年関西（日本）での開催でした。 （写真・文　下野祇園）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
九
月
九
日
に
多
く
の
社
会
福
祉
研
究
者
、
実
践
家
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

「
介
護
で
働
く
人
々
を
応
援
す
る
会
」
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
、
あ
わ
せ
て
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
訴
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ま
高
齢
や
障
害
を
持
つ
人
々
の
当
然
の
願
い
で
あ
る
「
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
が
し
た
い
」

「
安
心
し
て
介
護
を
受
け
、
社
会
に
参
加
し
た
い
」
等
の
要
求
の
実
現
が
、
介
護
職
員
の
不
足
や

そ
の
費
用
負
担
の
重
圧
な
ど
に
よ
っ
て
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

他
方
で
社
会
福
祉
の
仕
事
、
介
護
の
仕
事
に
志
と
誇
り
を
持
ち
、「
他
者
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
思
う
若
者
が
沢
山
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
の
現
場
は
そ
う
し
た
人
々
が
希
望
を
持
っ
て

仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
い
く
つ
も
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

東
京
都
の
福
祉
保
健
局
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
都
内
の
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
で
働
く
介
護
職

員
の
七
五
％
は
三
〇
代
以
下
の
若
者
で
あ
り
、
常
勤
職
員
の
四
〇
％
（
非
常
勤
職
員
で
は
七
〇
％
）

の
人
々
が
、
就
労
後
三
年
以
内
で
離
職
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
月
収
一
四
万
円
程
度

の
低
賃
金
で
あ
る
う
え
に
、
多
い
人
で
は
一
か
月
で
六
〜
七
日
の
夜
勤
を
行
う
た
め
に
、
終
日
、

介
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
に
は
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
い
、
孤
独
で
過
酷
な
労
働
で
あ
る
こ

と
等
で
す
。

「
応
援
す
る
会
」
は
、
こ
う
し
た
介
護
の
仕
事
を
担
う
人
々
が
や
り
が
い
を
実
感
し
、
希
望
を
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やりがいと誇りの持てる
介護の仕事をめざして

「介護で働く人々を応援する会」代表 杉村　宏さん



持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
応
援
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
応
援
を
す
る
か
。

実
は
こ
う
し
た
介
護
に
携
わ
る
若
者
の
大
多
数
は
未
組
織
の
状
態
に
お
か
れ
、
労
働
者
と
し
て

の
当
然
の
権
利
さ
え
享
受
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た

め
に
、
労
働
組
合
の
活
動
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
会
で
は
、
当
面
は
介
護
職
員
を

組
織
化
す
る
た
め
の
専
従
職
員
を
配
置
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
が
、
同
時
に
介
護
保
障
を
必

要
と
す
る
人
々
と
そ
の
家
族
の
生
活
を
改
善
す
る
た
め
の
、
社
会
福
祉
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
と
誇
り
を
持
て
る
仕
事
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
条
件
の
改
善
と
と
も
に
社
会

福
祉
実
践
に
と
っ
て
何
が
大
切
な
の
か
を
学
習
し
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
多
様
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
多
く
の
人
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先
・「
介
護
で
働
く
人
々
を
応
援
す
る
会
」
事
務
局
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
　
〇
三
―
五
三
九
五
―
五
一
四
三

Ｅ
メ
ー
ル
　kaigo@

union-kk.com

すぎむら　ひろし
法政大学現代福祉学部教授。
主な著書は、『公的扶助─生存権のセーフティネット─』（放送
大学教育振興会、2002）、『貧困・不平等と社会福祉』（編著、
有斐閣、1997）、『現代の貧困と不平等─日本・アメリカの現実
と反貧困戦略』（共編著、明石書店、2007）、『格差・貧困と生
活保護─「最後のセーフティネット」の再生に向けて』（編著、
明石書店、2007）。
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福祉は若者にどう向き合えるか？
未来を創造する若者世代に対して、福祉は何をすべきでしょうか？

特集では、“15の春は泣かせない”と謳われた高校の教育権保障が

市場原理、競争の導入、大幅な経済的負担増のなかで、未来への希望

さえも閉ざしている実態を明らかにし、そのつまずきが人生を左右す

る現実を問い質し、夢や希望が閉ざされないように、若者と向き合っ

て活動する人たちを紹介します。

定時制高校やネットカフェ難民支援等の活動、イギリスのスタート

フェア（誰もが平等に出発する）等の政策や考え方も紹介しながら、

福祉は若者にどう向き合うべきか、2009年のスタートとして考えます。

特 集
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一
〇
代
後
半
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か

イ
ギ
リ
ス
（
主
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
す
る
）
に
お
い
て
、

一
〇
代
後
半
の
青
年
期
の
問
題
が
社
会
的
に
大
き
な
話
題

に
な
っ
た
の
は
、
の
ち
に
日
本
で
も
若
者
の
ニ
ー
ト
問
題

が
議
論
さ
れ
る
際
に
言
及
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
社
会

的
排
除
ユ
ニ
ッ
ト
の
報
告
書
『
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
て

教
育
、
雇
用
、
訓
練
に
つ
い
て
い
な
い
一
六
―
一
八
歳
に

と
っ
て
の
新
し
い
機
会
』（
※
１
）
の
発
表
の
頃
か
ら
で
す
。

一
九
九
七
年
に
前
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
一
八
年
間
に
お
よ
ぶ
保
守
党
政
権
が
進
め

て
き
た
新
保
守
主
義
的
な
政
策
に
よ
っ
て
、
国
内
の
貧
困

と
社
会
的
排
除
の
拡
大
と
格
差
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
ブ
レ
ア
政
権
が
そ
の
発
足
後
、
い
ち

早
く
取
り
上
げ
た
の
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
思
春
期
の
妊
娠

と
並
ん
で
、
青
年
の
ニ
ー
ト
問
題
で
し
た
。
こ
の
ニ
ー
ト

問
題
は
、
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
一
〇
年
に
お
よ
ぶ

社
会
的
排
除
へ
の
対
応
の
な
か
で
も
主
要
な
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
方
、
社
会
福
祉
と
の
関
連
で
ブ
レ
ア
政
権
の
社
会
的

排
除
ユ
ニ
ッ
ト
が
着
目
し
た
の
が
、
地
方
自
治
体
の
措
置

を
受
け
て
い
る
養
護
児
童
の
問
題
で
し
た
（
※
２
）
。

子
ど

青
年
期
（
一
〇
代
後
半
）
の
若
者
へ
の

イ
ギ
リ
ス
の
政
策
動
向
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

木
戸

き

ど

利
秋

と
し
あ
き

（
日
本
福
祉
大
学
教
授
）
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も
の
時
期
に
養
護
措
置
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
失
業
、
一
〇
代
の
母
親
と
な
る
な
ど
、
そ

の
後
の
人
生
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
が
養
護
児
童
へ
の
着
目
の
問
題
意
識
で
し
た
。

青
年
期
の
ニ
ー
ト
問
題
と
養
護
児
童
の
問
題
の
位
置
は

そ
こ
で
、
一
〇
代
後
半
の
青
年
期
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
、
ニ
ー
ト
問
題
と
養
護
児
童
の
措
置
解
除
を

め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
す
。

双
方
の
問
題
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一

六
歳
か
ら
一
八
歳
に
か
け
て
の
問
題
、
と
い
う
側
面
で
す
。

こ
の
時
期
は
ど
う
い
う
時
期
か
と
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の

五
歳
か
ら
始
ま
る
一
一
年
間
の
義
務
教
育
期
間
（
小
学
校

六
年
、
中
等
学
校
五
年
）
が
修
了
し
、
子
ど
も
が
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
て
社
会
に
出
て
い
く
準
備
期
間
で
あ
り
、
こ

の
接
続
が
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
子
ど
も

自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
に
と
っ
て
も
重
大
な
関

心
事
で
す
。
ニ
ー
ト
問
題
と
養
護
児
童
の
措
置
解
除
の
問

題
は
、
青
年
期
の
社
会
的
自
立
の
問
題
と
し
て
こ
こ
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
ニ
ー
ト
問
題
の
動
向
か
ら
見
て
み

る
こ
と
に
し
ま
す
。

ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
青
年
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

ど
の
く
ら
い
の
イ
ギ
リ
ス
の
青
年
が
ニ
ー
ト
状
態
に
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
前
述
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
一
六
歳
か
ら

一
八
歳
ま
で
の
ニ
ー
ト
は
同
年
齢
人
口
の
約
九
％
、
約
一

六
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
間
別
に
見
る
と
、
例
え

ば
三
か
月
の
ニ
ー
ト
で
は
人
口
の
一
〇
％
、
六
か
月
で
は

六
％
、
一
年
で
は
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女
比
で
は

や
や
女
性
に
多
く
、
ニ
ー
ト
に
な
り
や
す
い
集
団
と
し
て

は
、
親
が
貧
困
や
失
業
に
あ
る
若
者
、
青
年
が
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
へ
帰
属
し
て
い
る
こ
と
。
あ
る
い
は
青

年
自
身
が
次
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
場
合
、
す
な
わ

ち
、
若
年
介
護
者
、
一
〇
代
の
母
親
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
養

護
児
童
、
障
害
者
（
知
的
、
身
体
、
精
神
）
、
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存
、
犯
罪
歴
の
あ
る
若
者
、
と
さ
れ
て
い
ま

福祉は若者にどう向き合えるか？特 集


